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て成立したものである。その起源は文保 (1317) 2年 9月、後宇多法皇により院
の「散所」が掃除料として寄進されたところにあり、当初は 15人に過ぎなかっ
たものが、建武元年 (1334)頃には方々散所法師と称されるようになり、拡大し














































































































































































































































いる c 前期に関して、「例えば 11世紀の文書で『醍醐雑事記』巻 14にみえる以
下の条では次のようにある。『検非違使庁下文一通二枚 餌取付寺家事 承暦 4













































































































































































































は 13世紀後期、遅いところでは 15世紀までかかったと考えられる c
成立時期は、大和ではかなり早く 13世紀末で、京都ではそれより約 1世紀、
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った。社領の一つの西京は、神人 7、 「散所」、在家 8等の多くの領民が居住した
地域である。西京の麹座は、課役停止の特権を持ち、麹座を保護されていた 90
?，? ; I 1'，、
北野社 憂殊院別当 延暦寺















コゥ， ， 3 ] 
北野社関連史料にみられる清めの職能
( 1) 掃除






























































































いて、一人頭、百文の支払いを行っている。また、 「社家日記 3j]によると延徳 3
年 (1491) 1 月 28日には次のように記されている。 I今朝馬血取之、河原者沙
汰也Jすなわち「河原者Jが馬の血を採ってこれを処置している c 当時、馬や牛












井戸に関しては、 『社家日記 2j]延徳 3年 (1491):2月 17日の条に「今日南東
井石抜たる所、河原者二人来而積直也」とあり、井筒の石積みの修理は河原者が
行っている口また、 「社家日記 4j]の明応 2年 (1493)3月 15日の条では、巽の
井戸を「河原者Jが直している。井戸の修理等には「河原者」がこれに従事する
ことが多かった 230 北野社でも井替えは「散所Jに申し付け、修理等の技術を:必
要とする場合には「河原者Jに申し付けていた模様である 240 「河原者j の技術
の特殊性が伺われる c
また、将軍義晴の参詣に備えて、以下のような様々な準備を行っている c ~目







禄 3年 (1560) には将軍義輝より地下人(在家の百姓からなる)に再度堀の採掘を
命じている。北野社の普請関係では社内の整備のためのものと、将軍に申し付け
られて御所等に徴用されるものと両者が存在することが特徴的である口他に『目





(259頁)の文安 2年(1445)頃からみえる c他には『目代日記』の長享 2年(1488) 
の条(14頁)や、延徳 2年の条 (48頁)などがある o ~目代日記j] (66頁)に
よると延徳 2年には、能椿より「散所」に申し付け、井戸を清めている口井替え
は北野社関連史料に多出する:22 0 ~目代日記j] (133頁)明応 8年 (1499)の条
では毎年西京散所に料足十疋を出しており、恒常的でもあった。他に、池替えに
関する記述をみる口『社家日記 4j]の永正 2年 (1505)7月 4日の条によると、 「御
手水之池矯散所者役替之、捜:松・縄等出之」とあるように散所者が役を請け、そ



























っさく ( J宣作j 之時きり候ハんノ¥ンとの御事ニ侯を・・・我等徳、分之校此かた木
の葉斗寄進仕候而くれよと」などとあり、古くなった築地が崩れそうになってい
るものに支えるように柄を用いてみたり、また、燃料用にと思われるが、葉の始









すなわち、カ瓦の松を 1 月 24日より引き始めて、中御門堀川までヲ|し¥て、 2 5日










『社家日記 l~ の長享 2 年(1 488) 2月21日の条に、 「今日仙洞御跡松、朝
合請取而東山殿江引ぷ々」とあり、 {lJ1同御所跡の松を朝倉が受けとって東山殿ヘ







































北野社は文安 l年(1444)やその後の延徳 2年 (1490) に麹座の西京神人や
36 
37 









慎重に配分されている様子が伺われる c また『目代日記~ (6 0 3頁)でも大小
の梅木なども 54 本伐っているとある口他に「目代日記~ (5 9 0頁)に会所の坊
主が枯木を伐るなど枯れ木の伐木の記述も多い川口
自主らに、北野社の炎上をうけて、社中の焼木の扱いに関して「河原者j を使っ





その種類や本数、場所についての検分している。また、同 5月 6日、 7日と焼木










北野社末日記関連史料には随所に神木に関する記述があるつ 『古文書~ (6 0 
頁)、明応三年 U-193) 7月6日の条では、 「今度私事、或者莞執神木、或成博
定之宿、戎 ia:~ 祈祷御教書以下人致送進之仕候、依如此 j変怠、(義、既雄被処御罪科候、





語大辞典 小学館)であり、神需が守って~，¥ると考えられていた。『古記録j] (1 





将軍義教は永享 3年 (1431)8月に一条室町に新第の造営を始めた 290その後、













































本目国寺の「蔭涼軒日録』によると、永享 8年 11月 7日にも「河原者」が南禅寺
の柏樹を義教の命で移植している。同時代にさまざまな権門を行き来して、 「河











者」ではあったが、賃金は独自に支払われていた。同様に前述の、 『古記録』 ( 1 
9 6頁) の永享 8年の条でも、 「松梅院庭石木公方様執進上事、梅三本、比内ー
本廿一日参、車ノ¥川|原物壱貫文ニテイ昔テ」 (後は前述のとおり) とあるように松











井替えの料足に関しては前述の、 『目代日記jJ (14頁)によると長享 2年(1488) 
には i~Ji: /)~への料足西京散所へ十疋御下行J とあり、西京散所へ十疋下行してい
ろf， 「同 H記』に上ると延徳 2年 (1490) に「散所j に百文を 2度、 (4 8頁、
ろ之 3頁)、 fEi'l:3年に十疋(110 2頁)、永禄 2年 (1559)¥こ百文(2 9 5頁)、
天正 12年 (1584) には(酒)-斗を与えている(3 8 9頁) 0 ~同日記jJ (5 





死体の掃除{にと しては、上述の『目代日記J](5 7 9頁)によると延徳 2年(1490)
で「川町者J二 十九人へ弐貰九百文与えている。 u社家日記 2J]によると延徳 2
年 .~ Jl 1 3日にも、 i i可原者」に死体処理の代金として一人十疋与えている。こ
れもー人百丈になるつ 『目代日記J] (1 5 7頁)の明応 9年には宝成院が枯杉の
伐採;!~.i起し、代金は五十疋とある(1 6 7頁)。




年月日 職農民 職務 賃料 備考
古記録p195 永享7年(1435) 川原物五月 縄で松を引く 五貫文 五万文
古記録p195 永享7年 (1435) 子の衛門二郎 同 2度四貫文
古記録J21 ~5 永享7年 (1435) 人夫など 同 酒や餅など
占i'i己録 p1 gL) 永享7年(1435) 河原者 石や樹木を引く 一貫文 一万文
イ昔代
占ι己 ~qz_p 1_96 永享7年 (1435) 河原者 車片輪の値段 一貫文 一万文
日i-t日百己Q_L4 長享2年(1488) 西京散所 井替え 十疋 百文
社家日記 1 延徳、l年(1489)8月1河原者二人 八朔の挨拶 二人に-十疋
目代日 i己P4~ 延徳Z年(1490) 西京散所 井替え 百文をニ度
目代日 j己p5:23 延徳2年(1490) 西京散所 井替え 十疋 百文
目イに日 itep102 延徳3年(1491) 西京散所 井替え 十疋 百文
社家日記2 延倍、2年(1--190)4月13E 河原者 死体処理 一人十疋 百文
日イに日記 P157 明応9年 (1493) 河原者 死体処理 29人に弐貫九百文 一人百文
目代日記p_157明 };ê，~9年(1 493) 法成院が指不 枯木の伐採 五十疋
日代F3E己i与494天文 S年 (1539) 番匠大工太郎 棟上 御馬、太刀、
かけ銭五千疋
目(ーに日記 p501 天文9年(1540) 西尽散所 井替え 十疋
日代日 j己p295 永禄2年(1559) 西京散所 井替え 百文







ところで同時代の 「大工」、 「番匠」への褒美は高額であった。 u目代日記』
















(1490) 3月 22日に、 「河原者Jに賃金を与えているのも能椿である。 iiPf JR、者j
や「散所Jに命令を下している例としてよく出てくる能椿は、 『社家日記 2J]の



































来之河原者ノ¥肉食等時IJ禁云々、以此イ義思、之、道理無?象イ義者救、為後詮注之、宝成 の天王 16年 (1588)
の条には「俄にはりまの石子加介殿人夫五人やとひJ とある。その他(こ『目代日

































の新三郎に関する記述が随所にある o ~社家日記 1~ の長享 2
1 0月 13日に「彼散所者新三郎、同玄番頭被官云々」とあるように




の延徳、 3年 (1491) の条にも見られる。ところが新三郎は土ー撲に加わっ
『社家日記 2~ によると延徳 2 年 3 月 2 0日に「西京散所新三郎、今度














雨東 3~;山、(乃死去仕問」ということになる。同様の記述が『目代日記~ (4 0頁)
の延怯 2 年や同日の『目代日記~ (5 8 1頁)の条にもある。さらに『目代日記』
(-l 7頁)の 7月の条によると、その家を代金弐百文で売っている。ところが『目


































1 0 竹内秀雄 (1973):北野社家日記 6 続群書類従完成会製版部， 311 
11 僧侶の身分、役割を示す名称。寺院の日常的な運営上の雑務にあたる他、行事の進行に問~) 
る裏方等を務める C
1 2 三浦周行 (1930):日本史の研究 4第二輯下:岩波書庖、 1288
1:3 ~北野社家日記 1 "-6 Jlは「史料纂集J所収本(竹内秀雄校注、 1972・1973年)と続群書類
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1 5 前掲 10)、309
1 6 前掲 9)、 169
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2 0 三浦圭一他(1988) 部落史史料選集:第 1巻古代中世篇:部落問題研究所、 343
21 1-3-4 生活と組織、 ( 1) ["河原者」集団の様態と従属の形態の節参照
2 2 『目代日記』によると明応 9年(167頁)、永禄 2年(295頁)、同 3年(312頁)、天正 12年(389
頁)などにも井替えを申し付けている。
2 :3 前掲 6)、19
2 ~ 三浦圭一 (1982):技術の社会史第一巻:雄斐問、 208← 210
竹内秀雄 (1968):天満宮:吉川弘文館、 181-183
2 6 ~ r~会涼軒目録』によると寛正 2 年 (1461) 4月 18日菩阿弥が施食をめぐる争レで施食の受取
手である領取となっている。
2 7 前掲 9)、 179





2 el Flíi掲 ~5) 、 18j-l~3
ji) .~社に隷属し、捕定、清めにあたり葬送、施物、編者等を進退した宿非人がみえる。被賎視
4されただ);1右たと ι呼ばれた'_
'1 ~諸井清 ~ 197;) : :11世民衆の生活文化:東京大学出版会，621 
片 (: 掲 14 ) 、 :~~n
1"' ~(.七十問所は中世において~府犯した場合、土地等含没収されることをいう 0











































の善阿弥ではないか。 諸方での庭樹の検知を)帯菊が行っていた c 進上すべき樹木









また、同 10月 30日には「庭者虎参 ρ 庭前松笠結。室町殿前水作事。Jともあ




























I ~~芝山 !I1干の造庭に携わっていたのが、この「虎菊J ( r虎J等としても出現)
れた 1(pJ J京，汗」である。善阿弥とこの虎菊が別人物であるとすると善阿弥は 70 
歳孔'過ざて初めて将軍に重用されたことになり、経緯として不自然である口
iVl}での実績あつての重用と考えられるが、その人物として合致しうるのはこの
「虎菊」或し、は「虎J (~看聞御記j] 1 1では席菊、席と呼ばれていることが多い)




『右-間 ff[J記』の永享 5年 (1433) 10月 8日の条によると「八日 0 ・・・庭前松、
大光明寺超願寺等之松河原者席召参令見之」とあり、「河原者Jの席が大光明寺、





他に、『看開御記』の永享 5年 (1433) 1 0月 20日の条には以下の通りある。
1)記物屑四五人参、大光明寺松笠令結口問。黒田梅一本公方へ進c 於途中枝を折。
室町殿以外限立c 庭者三人被詣舎。黒田若党玉人奉行ニ付。彼等僻事之間可召捕






































6月 23日;こは( 14(0) 
51 










の事fiJ1年 (1443) 8月 10日からの記述では、庭者の虎が伏見殿に参入し





















月 18日の条には「善阿粥不例。 雄得小減未快o' • • 0、醤師法眼良薬口重可輿彼















































































































































他に善阿弥が盆山に関与した例としては文正 1 ( 1、166) 年 6月6日の条にもあ
り、 「公方以善阿被求石菖o tm献之 cJ ともある。公方すなわち将軍義政，戸善阿弥





















『大乗院寺社雑事記』の寛正 2年 (1461) 1 1月 2日の条では以下のようにあ
るc i就御庭木事、袖留木井河原者善阿ミ下向云々 J、すなわち庭木のことで善阿







寛正 6年 (1465) 9月 3日に善阿弥{土奈良に下向し 大乗院定圏を補修してい
るr 大乗院寺社雑事記では「昨日河原善阿ミ下向今日より脇一人参申、ニ侯云々、
庭蛤之、自余一乗院」とある心また、同 9月 5日にも 「一日コ今日三人、加善阿、
昨 日一人、一昨日 一人」と善阿弥が作庭に関わっている。その対価として 9月 1
2日の条では「河原善阿ミ上治、千疋給之」と千疋与えている。





『東大寺法草堂要録Jの文明 3年 (1471)7月の条では「一 去月始ヨリ、 ここ
ク内アミ巾 1;完ニ庭ヲスル、元興寺楚ヲ引アツメテ立石ニセラノレ、六高衆サタナリ j
とあるように、 月初めよりエタ善阿弥が東大寺中院の作庭に従事している c 奈良
にも I/j向していることが伺われ、善阿弥は各地で活躍の場を広げていった。









文正 1年(14(6) 1月 18日の条には「年齢八三。老而益健之由被仰出。音阿妙
又河原善阿弥益(建之由口」と高齢にもかかわらず善阿弥の壮健さを綴っている。ま
た、 『等持寺日(牛』の長享 3年(1489) 6月 5日の条には「善阿年 97歳 同甲子
於勝吉相公而生設逢寅者也、為山植梅拝石天下第一云爾」 とあり、生まれが寅年
また『大乗院寺社雑であると記されているが 97最まで生存したということかD
事記Jの文明 1--1年 (1-182)1 0月 11日の条では I1 0 0余歳で入滅。」とある。
これらの記述で一番目活性があるのは、最もよく出入りしていた『蔭凍軒目録』
の文正元年 (1466)に 83歳というものであろう 。従って、没年に関しては、『大






『蔭J京軒目録』の長禄 4年(1-160) 1 2月 8日の条によると 「善阿fJi卸庭之:r)J
被下五千疋。其喜報子愚老。イ乃披露之。」とあり、善阿弥がな-づくりの功演で五千
疋報償として与えられている c この五千疋とは当時のお金の価値としてはどのく
らいのものであったか。 l疋は 10文をあらわし 当時職能が確立していたとさ




その他にも「大乗院寺社雑事記Jの寛正 2年 12月 4日 (1461)の条にも「河原
善阿ミ来。当院木共検知柘福一本、 1:自異一本可進云々料足二百疋給之、畏人心々、
成就院村虞一本可進云々。Jとあるように、特別な報償以外にも日常的な樹木の検
知等に対する対価も与えられている D また、『大乗院寺社雑事記』の竜王 6年
( 1465) 9月 12日の条には、 「河原善阿ミ上治、 千疋給之。Jとある U













善阿弥をめぐる集団と賃金()書きは前後から判断しての推定 善阿弥配下、手物 手物 11人1人別 20疋
引物惣中 500疋
善阿弥 8、9月食事等下行
大乗院寺社雑事言 文明3/8/4(1471) 善阿弥 住屋事、為六方作給之 善阿弥の為に六方衆が
(主まいを作る
経覚私要齢、 文明4/6/8(1472) 善阿弥 興福寺に下向して作庭
大乗院寺社雑事百 文明10/11/4(1478) 善阿弥の息子小四郎 下向京都ニ申請之
蔭i京軒目録 文明12/2/22(1480) 左近四郎 庭問松へ井属部関栽之
大乗院寺社雑事旨 文明13/10/11(1482) 善阿弥 河原善阿ミ入道去月入滅 j
z々、百余歳勲
蔭涼軒目録 文明19/1/5(1486) 太郎右衛門(父) OE月挨拶) 此中執紛、惜。
太郎次郎、彦ー郎、 父日権六
権六、又五郎、
蔭J京軒目録 文明19/2/22(1487) 左近四郎 自斎前左近四郎来。庭問
栽松c 移梅於南庭
蔭J京軒目録 文明19/2/27(1487) 左近四郎 大小5株の松を移植
護涼軒目録 長車2/4/12(1488) 河原者
蔭涼軒目録 長享2/6/17(1488) 左近四郎 庭樹を洗う
等持寺日件 長:$:3/6/5(1489) 善阿弥 善阿弥 97殺生歳逢寅者也、
為山植梅拝右天下第一云爾
蔭J京軒目録 延徳2/4/2(1490) 彦一郎、又五郎 彦一郎文五郎在松泉斎
罷白等持寺恵牡丹同枝
蔭J京軒目録 延徳2/4/4(1490) 彦ー郎、弟一人 彦一郎輿弟人来自
南都材木上











蔭J京軒目録 延徳2/4/20(1490) 太郎兵衛、彦二郎、 在松泉勧湯漬
権六
蔭涼軒目録 延穂2/4/24(1490) 番匠二人大鋸、又五郎 命文五郎造座頭扉骨
蔭J京軒目録 延徳2/4/27(1490) 太郎兵衛、権六、文五郎 在松泉
蔭J京軒目録 延徳2/5/1(1490) 次郎太郎、彦二郎、太郎 千笠松泉
兵衛、権六、大鋸一人
蔭掠軒目録 延徳2/6/16(1490) 彦二郎、 又五郎 在松泉
蔭J京軒目録 延徳2/6/30(1490) 彦二郎 彦三郎癌病起
蔭J京軒目録 延徳2/7/1(1490) 彦二郎 彦ー郎痛病起振落之由
蔭J京軒目録 延徳2/7/17(1490) 彦二郎，又五郎両兄弟、 不足勧之
大鋸一人
蔭凍軒目録 延徳2/7/20(1490) 彦二郎，又五郎、 -7十ー葉中湯ー葉也。分一糟作
ー膳輿彦一郎。又五郎喫茶之
匠工一人、大鋸一人
蔭凍軒目録 延徳2/10/29(1490) 左近四郎 松泉軒書院前泉川作之
出典 年月日 個人，集団の名称 職務，賃料 備考
看聞日記 永草5/10/6(1433) 義教木や石の徴発
看聞目白己 7X享5/10/19(1433) 席 庭の松を見る ・・ 但し延引
看聞日配 永草5/10/20(1433) 席、庭物4，5人 松笠結う
看聞日日己 永~5/10120(1433) 席菊 樹木の検知庭物3人運搬 枝を折った庭物寵舎
l筆J京軒目録 永ざ7/11/7(1435) 河原者 庭前柏樹。遣河原者被召之。
~<京事干日録 永事7/11/27(1435) 盆石芭蕉被預置
看聞旧日 永本8/2/21(1436) 席菊、御庭物 義教からの依頼で庭の拝見
1事J京軒目録 永享11/9125(1439) 1免菊 雑木の移植について意見
F室ほ軒目録 永享11/1119(1439) 蔭J京軒御坊完成
蔭持軒目録 永草11/11/14(1439) 虎菊 庭の植樹
蔭涼軒日録 永草11/11/15(1439) 栽木立石
蔭J京軒目録 永草11/11/25(1439) 庭に水を引く
藩J京軒目録 永草11/12/14(1439) 虎菊 庭木栽樹
蔭涼軒目録 フk享11/12/20(1439) 将軍御覧
永草11/12/25(1439) 岡松、富士松の移植
看聞日記 嘉言3/2121(1443) 1免菊 庭木の売買を助言
蔭涼軒目録 長禄2/2/24(1458) 普阿弥 蔭掠庭頭可被栽葉樹之由被 蔭涼軒目録の初出
仰出
l護J京軒目録 毘禄2/2/26(1458) (善阿弥) 泉水庭頭簡木被改栽 水
嘩涼軒目録 長傾212/28(1458) 善阿弥 御庭嘉樹栽培成也 義政の命で
E主席軒目録 長砧4/6/22(1460) 善阿弥 善阿禰違例可月!{輿薬之由
嘩J京軒目録 長禄4/6/23(1460) 善阿弥 善阿小減之由披露之
l蓮涼軒日録 民祢4/6/24(1460) 善阿弥 小減之由披露之
蔭J京軒日録 長持4/6/25(1460) 善阿弥 小減之由白之
I事J京*干日録 畏婦4/6/27(460) 善阿弥 善阿?南本復
l事掠軒日妹 長禄4/6/28(1460) 善阿弥 善阿病気平復
蔭t京軒日録 長禄4/8/15(1460) 善阿弥 善阿弥宿所之事。命子
寺家之由披露之
蔭J京軒目録 長禄4/1218(1460) 善阿称 5000疋の褒賞 1疋は 10文
蔭掠qt千日録 長禄4/12/8(1460) 善阿弥 善阿弥来壮健之由日之。
1藩J京軒目録 寛正2/4/18(1461) 善阿弥 領取 天竜寺施食領取として争乱
大乗院寺社雑事5寛正2/12/2(1461) 善阿弥 庭木の事で下向
尋尊大僧正記 寛正2/12/4(1461) 善阿弥 樹木検知， 200疋
薩涼軒目録 寛正4/5/28(1463) 善阿弥 聞く銘石楼蘭被預置 盆石を預かる
i事掠軒目録 寛lE4/6/14(1463) 蕃阿弥 善阿弥有病 甚為辱也と僧が憤慨
蔭涼糾H録 寛正4/6/15(1463) 善阿弥 善阿不例之由
p筆涼軒目録 寛lE4/6/18(1463) 善阿弥 雄得小減未快
嘩1京軒自主主 寛正4/6/19(1463) 善阿弥 出頭之所
l事掠軒目録 寛正4/6/20(1463) 次郎法師 奴僕十員普請之微力也 次郎法師を助けて人夫
薩J京軒目録 電正4/6121 (1463) 善阿弥 善阿禰病愈之白白之
赤松次郎法師築地
蔭J京軒目録 寛lE4/12/8(1463) 善阿弥 善阿弥の病と平癒について
大乗院寺社雑事言 寛正6/9/12(1465) 善阿弥 善阿弥上洛， 1000疋
薩涼軒目録 文正1/1/18(1466) 善阿弥 善阿弥は83歳と記述
薩J京軒目録 文正112/25(1466) 善阿弥 以結城下野守所申井
善阿来見之義渡之
蔭J京軒目録 文正1/3/126(1466) 善阿弥 善阿弥の造庭が奇絶と激賞
蔭凍軒目録 文正1/4/19(1466) 善阿弥 善阿弥が盆山を見に来る
蔭J京軒目録 延徳3/9/20(1491) 善阿弥 帰与之以一縮十倍 善阿弥の2代目か
蔭掠軒目録 延徳3/3/20(1492) 善阿弥 善阿来櫨庭樹 彦六に醤阿弥に来るよう
に命じる
蔭掠軒目録 延伽/2/10(1492) 彦六、善阿弥 蓄-阿明日来日I栽郎関之由命 彦六と善阿弥は同門
彦六
蔭凍軒目録 延徳4/2/12(1492) 河原者3人、夫丸4人、 父子南庭之苔、苔者自中山取
彦二郎、彦六父子
蔭J京軒目録 明応11(1492) 善阿弥、左近四郎 河原者来栽庭松、蕃阿他i直之
河原者16人 故左近四郎来栽之、河原者
外力僕数輩加 1 6人、其外力僕数輩加
蔭凍軒目録 明応1/12/2(1492) 左近四郎、河原者2人 庭の松を洗う
蔭涼軒目録 文正1/5/22(1466) 彦一郎 将軍義政より白石菖 護J京軒の預かっている泉水石
瓦盆を預かる
蔭J京軒目録 文主1/6/6(1466) 普阿弥 義政が善阿弥に石菖 善阿弥と彦一郎は同門
を求める
|釦京軒目録 文正1/6/15(1466) 自花畠蒲瓦盆被召還 将軍に白花の瓦盆石
を返還する
蔭涼軒目録 文正1/6/19(1466) 白花菖蒲瓦盆個被預下 再び自花の瓦盆石を預かる
蔭掠軒目録 文正1/6/21(1466) 善阿弥、次郎五郎 栽長春樹之IJ、石、被預置 善阿弥と次郎五郎は同門
l審涼軒目録 文正116/22(1466) 彦ー郎 前日被預置之長春樹
小右、召還即献之
蔭凍軒目録 文正118/6(1466) 善阿弥、次郎 子山中請院見之日 蕃阿弥と次郎が同門






ui萎J京軒目録Jの寛正 2年(1461) 4月 18日の条によると 「善阿弥依来廿二
日天龍寺渡月橋施食領取之事c 而庭掃輿河原者争論之 c イ乃於寺家可致成敗之訴訟





蔭J京軒では以下の作庭が行われている D すでに永享 7年 11月 7日(1435)の条
には[南禅寺慶伴軒。庭前柏樹。 J宣河原者被召之D 或有盆山蒙命 cJ と作庭に「河
j京"&-J が出入りしていることが何われる D 永享 11年 8月 27日には「盆石芭蕉
被 ff~ 置 コ」 とあり、盆石を将軍足利義教から預かっている。 このようにその固有の
人物(土特定できないが「河原者」が造庭に関わっていることが史料中に散見され
y 
凡) r， これらの「河原者」はどのように集団を構成してきたのであろうか口 善阿弥
を中心としてこの点について考察を加えていきたい。
時系列が複雑になるが、 文王元年 5月 22日の条には「瓦盆裏花菖蒲。 自公方
様被預下也コ. -使者河原者彦三郎云c 聞此花白也。」 とあり、 瓦盆の花菖蒲を
彦三郎が使者となり将軍より預かつてきている。その花は白であると記されてい










れる c つまり、 善阿弥、次郎五郎、彦三郎は協働している集団的な組織を作って
いたといえる。 さらに文正元年(1466) 8月 6日の条にも「以善阿井次郎破了往
子山中請院見之日無之而帰去也口」とあり、善阿弥と次郎が共に働いている。文明








ところで Li蓬涼軒日銀』の文明 1:2年 2 月~ 2日 ( 1480) の条;こは次のように
あるョ 「不参、天快晴、 自斎前左近四郎来、日王問栽松、移悔於南!窪、庭問松へ井蹟s
鴎栽之 Jc ここでは左近四郎という!言者が登場している己 左近四郎は文明 1s1年
( 1487) 2月27日にも大小玉株の松を移植しており、 長享 2年 (1488) 6月 1
7日には庭樹を努定している。左近四郎は、単独或いは他の 「河原者j と出入り




『蔭J京軒目録』の延待、 3年 (1492) 1 1月19日の条には「善阿戟松rJ とある c
また 11月 20日の条にも「善阿来植庭樹σJとあるが、これは子息の小四郎に阿









も補完しあう技能集団的存在であったといえよう c 左近四郎はその徒、 1 2月l
日には「左近四郎来栽庭1針。河原者八人有之。 Jと河原者 8人と協働して働いたり、
1 2月 2日には河原者 2人とともに蔭涼軒に訪れ、庭樹の松を見定したりしてい
る。左近四郎以外にも、善阿弥と関わっている「河原者jの名前が示されてい石 c









『蔭涼車干目録』の文明 19年 (1487) 1月 5日の条によると、「太郎右衛門将我
因子来日。太郎次郎。 日彦三郎。 日権六。 日又五郎円」 とあり、 この四人が兄弟で
あることが伺われる c 中でも目録に頻出する彦三郎に注目してみるつ彦三郎は前
述した文正元年 5月 22日に、 公方より預かった瓦盆裏花菖蒲の色は白と述べて
62 
64 63 
「河原者」も 16人や 8人などとい仲間など共同で作庭にかかわっており、また、6月 22日には 21日(こ善阿弥らが預かった長春樹の盆石を返還、〕いるのだが、
作庭集ヨの固定化が進んでいったものと考えられる。う多人数で登場している。6 4月4日には弟 2人と、また延徳 2年(1490)4月2日には又五郎と、ている口
































太郎次郎、権六、又五郎等の名があげられている o 6月 16日には又五郎と、
6日には権六、又五郎、大鋸 2人と働いている c 6月 30日には、「彦三郎虐病起oJ 
と病に臥せったが、翌 7月 1口には「彦三郎虐病振落之由。」と回復が述べられて
いる。 7月 1~日には又五郎両兄弟やイ也、大鋸 2 人と働き、 7 月廿日には彦三郎、
又五日ri共に膳を与えられている口其の後も彦三郎の名前は頻出している c 兄弟で
あるス五n日、権六、彦六以外の協働する他の河原者は主として、又三郎(延徳、 2










































































進土五卜八 (19iO):日本庭園河原者造型論 :.1il~ 雑誌 33( -l ì ， 19-~ ，
重森完途(1ω6) ・枯山水の庭:講談社
外山英策 (1934) 室町時代庭園史・岩波書居・(1934) 室町時代円庭問、 YJ皮講空円本歴史
第 1章 1-3-2 (1)吉永義信の研究参照
竹内理三 (1978)増補続史料体系:第 21巻"-'.臨)1書庖
中日国寺鹿苑院藩J京車干主め公用日記で全 6:5冊c 永享 7年~文正 1年 (1nS，，-66) を季噴真蕊
が筆録、文明 16 年から明応 2 年 (1484~1493) までを亀泉集証が華録、その他の部分の筆
者は不明。(U日本史辞典J角川書居による)。
藤木英雄 (1987):日記・記録による日本軍七叢喜 古代・中世編別稿 |主流車「口 tj;: ¥主町禅
林とその周辺)， 1 4 
森越 (1944)日本庭閣の伝統:一保書房、 180
10 2の(:5 )の普阿弥の没年を参照
11 貞成親王の日記 5斗巻、本記は応水 23年カ hら文安 5年(l416-----1o) にわたる t 筆者のけ 1官
生活、朝廷の動向、室町時代足利義教則の幕府政日、 lH:相芸能等多岐に及ん七記事t，(p +:史
辞典、角川書J吉による)
1 2 異字同意と考えられる c
1 3 善阿弥の称号が『蔭J京軒日録』に初見されるのは長禄 2年 (1458) 2月24口である。この
時、義政は 22歳、将軍になったのは宝徳 1年(1449)、 13歳のことである。義政が成人し
て善阿弥と交流をもつことが出来たのは、やはりこの年代に入ってからと考えるのが妥当で
ある。
1 4 春阿弥は他の条にも頻出し、その役割と職務は以下のように考えられる Q 出現の背景として
必ず将軍の「御成り Jや「言Jを代弁或いは、伝言したりしており、阿弥がついている呼称
からみても同朋衆で将軍に直属していたと巧ーえられる。 Irt]則衆とはrjJt世、将軍家に近侍して














正長 6年 (1428) 6月 10日の条に庭の事に関して「河原者」が不浄として散所に代えてい
るc
丸山秀夫 (1982):日本盆栽盆石史考:講談社，208-211












2 4 君台観左右帳記(くんたいかんそうちょうき):中国絵画・工芸品の寛正 ・鑑識および座敷
飾りに関する室町時代の秘伝書。能阿弥、相阿弥著。当時の唐物や飾り方などを記述。
2 5 前掲 19 
67 











( 1 ) r散所」の時代
①初期の「散所」
初期における造園職能に携わった事例としては、 14世紀の中頃、興国 4年
(1343) 1 0月 29日の『八坂神社記録』に「一散所長寿法師菊一本昨日持来、
今日又来植之、八木ー斗給之Jとあり、散所法師が前日に菊を持ち来たり、植え
ている、そして八木一斗を褒美として与えている様子が伺われる。当時は花見な



























応永 20年 (1413) 9月 23日の条;こみられるように「廿三日 J ・河原者芳金院
庭口立口。」とあるように「河原者」が醍醐寺の金院に参入して庭のことに従事し




;;L~ 永 1 2年 (140，S)
に命じて作庭を行わせている事例である=


































































所被 fr~ 下也、(乃執達如(牛 J とあり、室町幕府が東寺掃除散所への他徒催促の停止
を命じてし、ることや、応永 21年 6月 27日の条で「東寺雑掌申当寺掃除散所法
69 
71 
これらは 2年後の 1430年にはすぐに打ち破られている c
永享 2年 (1430)閏 11月 1の『看間御記』には以下の通りあるつ「十八日 c晴2
南庭嶋形滝頭石等河原者立之c珠蔵主令奉行c河原物仙j同御庭物也。築地地下侍。







の永享 7年 (14:35) 1 1月7日の条には「南禅寺慶祥軒。庭前柏樹口遣河原者被
ι之，戎有包:山蒙命《往三宝院間有自鹿苑院殿御預舎利否。曾不識云々」とあり、
I i可原青」が南禅寺慶-祥軒!窪前の拍樹を相国寺の鹿苑院内に移植している。前章
でも述べたが、さらに同記永享 8年の 2月 21日の条には「早且虎菊参D 御庭可
作見之由欺口本望之至也。 一見樵退出」とあり、庭者の虎菊が足利義教の命によ
り、伏見殿の庭を検分している。
『東寺百合文書』の永享 11年 (1439)8月 17日の条では「合O弐百文者 二
人定 右此方可有下知也 永享十一年八月十七日 御成掃除方南小路人夫酒直事
合O参百文者 列参分 此分可有下行候也」とある。また 20日の条では「御
成方向役切符川原者 合O九百文 O百文 九人定酒肴分 右此分可有下知候
山」とあるように「人失」や「河原者」が同時に掃除のために使われている。そ
の支払いは合 ~) -lt て 9 人分 9 百文となっている 。
② 散所法師熊と働く「河原者J






さらに 1月28日の他、 3月 23日や、 5月4日と 8日、 7月 9日と 19日な
どであるコ 5月」日には「四日・・一、火祭熊法師ニ(印イ寸、二百文」とあり、火

















この熊法師は「熊一人J(応永 12年 6月 11日、応永 14年 2月 1:1円)や 「熊
二人J(応永 12年 8月 28日、応永 15半 7月20日)I散所熊法師等十人J(応
永 14年 1月 25日、 2月 13日)など集団の長として存在し、また上述の上う
に 5月 28日の条で見られるようにここでも親子、一族郎党でも行動していたこ
とが伺われる o I散所」においても職能の集団化、 一族郎党化が進んでいたことが
理解されるのである。
15世紀の後半を検証すると例えば、長享 2年 (1489) 8月 1日の『近衛家雑事
要録』では八朔にあたって、「河原者」が答や緒太を近衛家に献上している。八朔
の参詣では「河原者j など出入りしているものが箸などを挨拶代わりに献上して




すなわち天文 6年 (1537) 1月 5日には「五日 o ・・・河原岩二郎f若二。コンカ
ウ二足持来。与百銭口. . . Jとあり c 岩が鹿苑院主に参賀をしている。岩はこの









































衆が少々注進を行っているとある D さらに『政党大僧正記Jの長享 2年 (1488)


































































































鹿苑日録では、永正 1年 (1504) 4月20日の条に「廿日、河原又四郎法名を
求む。名づけて慈福と日う。彼日く、嘗て法花二句の偽を知識に受くと。故にこ
れに及ぶ。偽J文四郎も法名を与えられているのである。






















第2章の善阿弥の賃金では、長禄4年 (1460) 1 2月8日の条に善阿弥が 5000
疋という多額の褒賞をもらっている。この褒賞は善阿弥個人へのものか、或いは
その集団の長としてのものかは検討を要する。善阿弥に対しては、大乗院寺社雑
事記の寛正 6年 (1465)9月 12日の条では 1000疋など、多額の賃金が支払われ























( 2 ) 他の事例から
「河原者」や庭者の賃金についての考察は、前述したように脇田 12や)1嶋の論
述があるが、さらにくわしくその経年変化を追って見た。 応永 21年(1414)の
造営方算用状 (W教王護国寺文書~ 1 3巻 3、1005)を以下に抜粋する。
「三月六日 三十文散所人夫三人十文二郎同十六日 百八十三文










寛正 2年 (1461) 15では以下になる。「六月十一日 百二十文 善阿弥 ・二郎五
郎酒直 同月日 五百文 同両人被下。Jこれは、善阿弥達の日常的な作業に対す
る対価と恩われる 160
「河原者」に対する賃金は、貨幣とは限っていなかったロ『言園卿記』の 文明






ところが、以下の事例もある。寛正 3年 (1462) 1 1月16日 『東寺廿ーロ






















































































施餓鬼に関する記述では、応永 29年 (1422) 9月の『看聞御記』に以下の通
りある。「六日。雨降大風吹。所々吹破。御所門以下破了。於河原今日大施餓鬼依













































































チの竹が立てである。その先は、井戸底の石敷近くにまで達していた 20 0 現在
でも県内の井戸の廃絶に際して、竹づつを立てるという水神信仰がある。文、ガ
ス抜きとして同様に竹をたてる慣習もある。井戸の中に竹を挿し立てる風習は、



















正 11年 (1583) 10月 r4日、 5日より自竹田梅松一軒、 ・・・ 此間妙顕寺










問題になっていることが伺われる。 信長が穴太 27 に石懸けをさせている例も
ある。『兼見卿記』天正 6年 (1478) 9月 22日の条には、[庚午、向村長、明日
右府(信長)御上治之旨也、召寄穴太(近江滋賀郡坂本)両人石懸、神壇之西、
横五問、堅四間計与欠。j とある。


































『親元日記J寛正6年 (1465) 1 2月2日の条によると以下のようにある。







































































のである。『義演准后日記』では、慶長 20年 9月 3日、その日記の中でそのこ
とを教えている。「天下一上手度々召寄、石立様非凡慮Jと書かれているロ慶長
7年 2月 23日石組みの完成にあたって賢庭は 300疋賜っている。慶長 13 









































1 原田伴彦編 (1984):編年差別史資料集成:第 4巻:中世編2:三一書房
2 京都の部落史 (1984): 3史料古代中世:京都部落史研究所
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散所法師の熊は後、 「河原者」などとも協働している c 散所の熊が呪術的な働き
を持勺事例も見受けられるのであるが、徐々 に混在化が進み、 1 5世紀後半から




道的呪術性や、胞衣収めの儀式にみられる呪術性など多く の史料がある c 実際、の
造園空間にこのような呪術性がどの程度反映されているかという観点も
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・ 林まゆみ (2000):中世後期における北野社を中心とした造園土木職能の形
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The research of the people regarding landscape archtecture in the medieval era 
o Beginning The background and the theme of this thesis 
0・1Main themes， the purpose of this thesis 
The rootes of the people concerned with gardening can be found in 
the late period of medieval era. Also this period， can be seen as a Japanese 
cultural turning point， not only in gardening but also in citizens formation， 
the change in rural landscape by agricultural development， formation of 
Shinto religion， tea ceremony， Nou performance. This thesis showes how 
those people could complete their professional development. 
In this paper it will be shown how people could make groups and 
organize to perform the gardening profession， and how they had contact with 
authorities like nobles or temples to construct their position. Also how people 
could achieve the high level skill in that period. 
The phrase “society and people in the late medieval era" refers to 
ordinary people， mainly including farmers. But in this thesis，“the people" 
who concerned with the profession means people not having there own land 
to farm and not being expected to pay the tax. Instead of paying tax， they 
had to offer the labor continuously. That made them to be outcasted. 
About the words “gardener or landscape architect"， They are not only 
concerned with the constructing or building gardens but also some kind of 
skill for dealing with cleaning matters which was thought to be taboo. At 
that era to touch the death was such a big taboo. It seems strange， but 
those people were not only cleaning roads and ponds but also dead people or 
animal. 
The history of the people who had been outcasted had been studied 
for long time. They had been called Kawaramono or Sanjyo. What was the 
original reason for those people to appear was the big theme for Japanese 
historical researchers. And this subject relate directly to this thesis. The 
gardener or landscape architect of that erra were mainly consisted of the 
people who had been outcasted. That is why it took many pages to examine 
about this. 
At the first stage， the perspective view of former research had 
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regarclecl as "Sanjyo". Hayashiya Tatsusabro exp1ained then1 as a 
Endo l¥Totohiko mentioned that those peop1e were recognized as established 
engineer in the ear 1y period of 111edie¥'al e1'a. 1n Hineno district in the sout h 
part of Osaka. in the old n1ap of 14th cen tUl'ぅ， i t ca n be recognize d tha t 
outcasted people bui1t a 1ake 
As fo1' the Kawaramono ¥¥'ho had made n1any gardens in that period. 
Ito Teiji estimates that the falnous "Karesansui garden" of Ryoanji telnple 
had built by Kawaran10no. Also Yoshinaga Yoshinobu had researched about 
the cu1 ture of “Higashiyan1a Bunka" w hich is crea ted by Ashikaga YoshiInasa 
1n this thesis it is mentioned that Ashikaga Yoshimasa who had keen 
relationship between Ze'nan1I was one of the great gardener in those days. 
Other researchers are Kawashuna and Haga Yosihiko. 
As a concl usion of fonner st udy， these people ¥' ho concerned wi t h 
gardening or civil engineering are maninly outca吋ed pcop1e. Former 
studies cou1d be distinguished to three types. One is about the peoplぞ¥¥'ho 
had been outcasted， second is about the people w ho had skill for the clvi1 
engineering and those cleaning business， and the last is about the people 
w ho concerned with gardening or landscape architectu1'e. For the first 
group， itcan be said that “Hinin" is becoming the key word about the people 
who had been outcasted. Still it is not clear exactly what is the main flow 
about those people. About the people who concerned with civil enginee1'ing， 
it can be said that there are keen relationship between engineering， cleaning， 
and prey. To research， itshould be 1101'e approach about those relabonships. 
As for the former study， main theme of J apanese historical research was the 
construction of the national organization or the classes of the people. 1t can 
bc suggested from the point of view for the engineering or the gardeni.ng 
more can be cleared about the profession， and the people. About the Sansui 
Kawaramono， former research. were tend to stand on the view of spiritual 
background to prod uce such a great gardener like Kawaramono， especially 
Zen'ami. 
examinedう includingabout outcasted people and the history of the profession. 
A]80 always examlnlng the background of the era and the peop1e's stage as 
heing ou tcasted or being professional peop1e. 





??、??， The fo1'm u1a tion of the profession (as a gardener or the 
1andscape architect) in Kitano Shrine 
Thc comp1etion of the profession by Zen-ami 
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0・1 About the former study 
F'or the research of gardeners in the medicva1 period， itis important 
to understand thc status of untouchab1es. At fi1'st they were lnain1y 
continuation of thc ancient period， which had slaves in their own system. 
13ut aftcr man)r logical controversy，“Sanjyo" is now recognized as a peop1e 
not as thc continuation of slaves. Main job of 8anjyo Cthose outcasted 
peopleJ) ¥¥'as cleaning dead animals 01' dead people， which was thought to be 
dirty thin宮山“Kegare"or "Kiyome". Other in1portant job we1'e cleaning and 
makin日roadsぅrepai1'mentof fence， digging ponds， and ga1'dening. 
Lat.l!l'， thot'e outcasted people were recognized not on1y as“8anyo" but 
a lso" Ka¥val'amol1o" and“Hinin". About those people ¥Vakita Haruko and 
Niinoya h日dl'cvea1ed excellent works. 
Also about the civil engineering Miura Keiichi had mentioned that 
between the ci¥'il engineering and the skill for Ilnprecation there were keen 
1'e1a tions. 1n t he medieval era， those we1'e inseparab1e. 
As fo1' the “8ansui' kawaramono" they were especially excellent 
gardenel・s.Ito Teiji and Yoshinaga yoshinobu had researched well about 
"Sansui l¥.<1¥¥'aramono". 
The studv of landscape川、chitect u1'e and ci vil engineering had done 
bv r日iuraKeiichi、Endomotohiko， and other researchers. About carpenters， 
Chapter 1 The fom u1ation of the profession in Ki tano Shrine 
1 olltcasted peop le: 1 med ie、alerra there ¥・erecertain people who had been outcasted 
because tile〉Ftouch dirty thi1g to c lean or they did not have there own land to farln. 
1-1 begi nning 
To analyze the development of the ability of gardening and civil 
engineering in the end of the medieval period 1'v1 uromachi， 1 investigated the 
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diary and documents of the Kitano Shrine in this thesis. 
1-2 The socia1 background of the Kitano Shrine 
Kitano Shrine p1ayed important position in that period. The feuda1 
日overnmcntbeheved Kitano shrine. Because of this， many generals visited 
this shrine so often. Diar・iesof the p1'iests 1'emained about the outcome fo1' 
those fees to pay for the cleane1's， gardene1's， and civi1 engineers of those 
days. As a 1'esu1t we can guess how peop1e were wo1'king as gardene1's 01' 
englneers. 
1-3 About the documents of the profession about 1andscape or civi1 
englneen ng 
1 t isclear， that d uring this period， like Sanjyo or Kawaramono， these 
1、crca口 oppresscdpeop1e perfonlling various kind of 1abor. 1t can a1so be 
c011c1 udcd tha t they ¥vere not 0111y engaged in gardenil1g but a1so Kiyome 
which is de[-icri.bcd as the 1abor of cleaning streets， we11s， defi1elllents. 
Ka w aran1ono had occupied specia1 posi tion in gardening. Zaike (farrne1's)， 
J inin. Others were a1so engaged in those 1abor for c1eaning st1'eet， gardening， 
civi1 engineering. 
Those days ga1'dening 01' civi1 enginee1'ing included not on1y such 
thil1gS likc C0118t1'ucting gardens 01' 1'oads. but a1so cleaning things such as 
dead anima1s 01' human beings. Those labo1's were thought to touch 
ch，t・i1ement. That was the lnain 1'eason fo1' thelll to be outcasts and Sanjyo or 
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1・4Conclusion 
1 t seelllS kawa1'amono were ll101'e free and had higher ski11 around 
Kitano Shrine. 11 those da)・speople be10nged to severa1 authorities. Of 
course Ka¥Varalllono and Sanjアowere 100ked down on and hRd a 11('11・dlife 
But this lnatter pushed them to strugg1e to rise up b:v thell1se1¥'8s 
Due to diversity of the tasks 1'equi1'ed， dictated by many different 
autho1'ities， these peop1e deve10ped a high 1eve1 of ski11、¥¥'hich1'esulted in the 
p1'omotion of their own p1'ofession. 
Chapter 2 Completion of the profession(as the gardener or the landscape 
architect) Re-examination about Zen-ami 
2-1 Beginning 
Ze-nami had been examined by many 1・csea1'chers. But most of those 
1'esea1'ches were apt to recognize tha t the appearance of thiR person ¥' as 
because of his artistic character and the situation of the outc及川ed
background. 1n this thesis， it is examined how he deve10ped his position 
and w hy he cou1d get the 1'eliance of the Gene1'a1 Yoshin1asa Ashikaga the 
Gene1'a1 of Muromachi Feuda1 governlnent of that age. ¥Vith the investigation 
of the documents it became clea1' that not on1y because of his individua1 
talent but a1so with the formation of skilled g1'oups， he cou1d be the famous 
ga1'dene1'. 
Kaw日ramol10. 2-2 Zen-ami and his social background 
011e of those 1abo1's was cleaning things， as cleaning the roads， 
clcaning the dead， cleaning ¥ve11s. C1eaning things was thought to“pu1'ify" . 
:¥s fo1' 1andscaping、theother work was constructing things like we11s， wa11s， 
and roads. A180 they managed planting， cutting or llloving trees. It seems 
Ka¥'¥'<11'amono had mo1'e ski11 and got more money than Sanjyo. 
1¥:awa1'amono insisted their right 01' professiona1 position to the priests also. 
Doing gal'dcning， KaWaralTIOnO managed to d1'ive vehicles and got 
1 uch lTIOneV， also 1日nagingto move big stones or trees. Kawaramono got 
lnore 1110ney than Sanj:yo and sanjyo ¥yere usually used fo1' cleaning wells 01' 
other things ¥'ith little lnoney 
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1n his young age， Zen-ami was ca11ed “Tora" or“Toragiku". In the 
documents so called “1nryoken-nitiroku" or“Daijyouin Jisyazojiki，" his name 
could be seen often. At first he served to The General Yoshinori w ho had a 
tyrannical characte1' fina11y ki11ed by the retainer. But from this general 
Zen -alni (so ca11ed Tora or Toragiku) had been trusted to concern in the 
ga1'dening dea1ed to the.core. 
It is a famous episode that when Zen-ami had sickness， The General 
Yoshimasa sent him medicine many times. And the priest of 1nryoken 
thought it more than one deserves about that. Because he thought Zenami 
was still belonged to the outcasted people. Also in these periods so called 
“Bon-zan"， potted plants were so popu1ar in temp1es. Zen-ami a1so dea1ed 
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with these p1ants so often. Zen-ami was invited to many temp1es even in 
N ara to re bui1d the gardens 
1 t shou1d be a180 mentioned specially that Zen -alni was a1so being the 
1eader of the group， w hich had the q uarrel a t he mercy in the temp1e to feed 
outcasted people. Zen-ami was regarded to be a so ta1ented gardener. It 
was also speciell thing to report tha t zen -ami took rather n1 uch money than 
U討ua1peop1e who ¥¥'ere affording the 1abor. But it can be noticed that 
Zen-ami ¥vas receiving the money with the group behind hinl. This group 
was called “Sotyu" or " Tenomono". 
2-3 Formation of groups 
In treatment of“Bon -zan"， potted p1an ts， Zen -ami were working well 
¥¥'j th m日nyother 1三awaralnono. In the doculnents it could be noticed that 
同 vera1names like“Hikosaburo" ，“Sakonshirouぺ“Hikoroku"are working 
together with Zen-anlI. SOl11e of thenl were living together and doing same 
jobs with in the re1atives. 
2・4Conc1 usion 
As a conclusion， Zen-ami had come out not on1y because of his specia1 
talent， but a1so because of the situation of that period which authority2 
offe1'ed the opportunity to bui1d the ga1'dens， because of the peop1e w ho had 
the sk il to conじe1'nwith ga1'dcning. 
Chapter 3 the expansion of the profession by outcasted people in Kyoto 
3-1 From “Sanjyo" to“Kawaramono" 
E¥'en in the n1any p1aces in Kyoto， Kawaralnono and sanjyo peop1e 
¥'e1'e working somctimes together and sOl11etimes separate. Ear1y stage in the 
first half of 15th century，“8anjyo had appeared more and later 
"Kawe1ramono" had become n10re professional. 
At first SOllle l~awa 1' al11ono could not ente1' the castle of the emperor 
because there wcre thought to be di1'ty. But with in SOlne years， they 
become ¥、'ellskilled engineer as a gardener. “1¥-1a tashiro円 thegrand son of 
Authority:S〉708U11、nobles，temples and shrines 
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Zen -ami was ta1king a bou t t hel1et hod of how to garden. His 10gic is upon the 
Buddhism and a1so SOlne Japanese old religious ¥'ely of thinking. 
Ka¥Va1'an10no cou1d 1'eceive about one hundred I¥10n fo1' one-dav 1abor 
But Zen-alni cou1d get n10re， It llleans that he was supported by. 80111uch 
money was paid to hIl1， beca use he had an exce llent ta1ent and a1so a skillful 
group be hind hU11. The carpen te1' could get nlore l10ney bu t a1so skillfu1 
Kawa1'an10no insisted to get lnore llloney. 
Compared to Sanjo， Kawaran10no cou1d get ll10re lllonev. beca use of 
thei1' p1'ofessiona1 a bi1ity and there independen t position f1'011 wea1t h y land 
owners. 
There were lllany classes in the medieval e1'a. It can be p1'oved to see 
how peop1e we1'e used to clean the 1'oad where the Shogun ¥¥'ou1d pass by 
The lowest outcasts we1'e used to clean the 10ngest distance from thc Kitano 
Shrine to we1cOlne the Shyogun. 
They ¥-'e1'e fo1'nung t he solid groups of skilled meJnbe 1's. 1 t could be 
estimated that they lived in the sallle area， having sal11e profession， a180 
including 111any 1'e1atives with in the group. There can be seen many g1'oups 
of skillfu1 peop1e around Kawaramono. 
3-2 Purify to gardening 
One of the main reasons why the Kawaramono had been thought to 
be good engineers and gardeners is because they had some special ability for 
the prey3 in those religious occasion， like to put stone wall or to berry S0111e 
dirty things. 
Sanjyo were usually emproyed for cleaning the well or ponds or 
gardens， but Kawaramono had been emp10yed not on1y for those cleaning 
matters but to distinguish good trees and to deliver the big stone using there 
own viecles. A1so 1ike Zen-ami some Kawaramono were thought to be 
excellent gardening designer. 
Ano Sanjyo peop'le were skilled engineers for stone fense construction， 
but even fo1' about this stone wall construction engineers were growing up 
here and there in Kinki District. At first the outcasts lived along the 
.) to prey: Kawaramono had some kind of method to prey when they dealed with dirty 
things or to build things. 
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river or on the road， w hich was not taxable land. 
1'ho内eareas were not used for planting or housing， so outcasted 
pcople invaded those open spaces. 
3-3 The last Sansui Kawaramono 
1n Momoyama period there were famous Kawaramono nan1ed Yoshiro 
and Kentei. After 8hogun Hide:yァoshi'se1'a， Kentei became more famous. 
Even in Edo period， Kentei had thought to bui1d the garden in Konchiin with 
Kobori Enshu the famous tea cerel110ny a1'tist in Nanzenji in 1632. 
Kurokawa Douyu said that until Kentei the outcasts had bui1d those 
gardens， but afte1' that so ca11ed ordinary people had concerned themse1ves 
with gnrdening. 1n Edo pcriod， it can be seen that there were 111any 
~ra ft.smen concerned with gardening and they were ordinary citizens of Kyoto 
or otht' r c1iぉtrictS， a対opposedto outcasts. 
3・4 Conclusion 
The outcasts in the medieva1 ages had deve10ped their professional 
range and technology in civil engineering works or in gardening. This 
thesis Is concerned with the reason why they cou1d come out as a excellent 
gal'de ner， by analysis of their socia1 backg1'ound. 1'his socia1 background 
incl ucles the changes of wage system and thei1' own insist as groups. 
1'ouじhingupon the specia1 va1ues=purging f1'ol1 unc1eanness， 1 considered 
how t hei1' cleanjng business cou1d be connected ¥vith civil engineering works 
01' gardening. 1 exmnined their re1ation to incantation. 
1'he ou tcas ted people in the lnedieva1 ages had deve10ped their professiona1 
range and technology in enginee1'ing wo1'ks 01' in ga1'dening. 
Chapter 4 Development of the profession. . . The profession of stone wall 
construction in Kinki area 
4・1 Beginning 
1n 1ate mcdieva1 e1'礼 thosepeop1e w ho had the ski11 of bui1ding stone 
fence vn~ l' e recognized as“A.no". 1'here a1'e SOlne former 1'esearch about 
いAno"b¥' 1、JumataShin and KitRgaki Soichiro. 1n this thesis it is examined 
that those “Ano" peop1e were not comp1eted in the late period of medieva1 era， 
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but in the era of Hideyoshi‘s period. 
4・2 Construction of stone fence in the documents and fie1d survey 
A question had come out with the document 80 called .‘ Ano StOl・yり
1t says that Ano people were so fanlous since the cast1e of Od礼 Nobunaga¥'as 
built. 80 they had visited anywhere in Japan to lead the 8ki11 of building 
the stone wal1. 1n seve1'a1 stone ¥'a1 that had been built in those days， it
can be noticed that not only Ano people but a180 many peop1e of 1'esidence 
cou1d make those stone fence with high 1eve1 of ski11. 1t means not on1y Ano 
peop1e but a1so n1any groups of constructing stone fence had been existed. 
4-3 Categorization of the profession in the diary of “Kanemi -kyo" 
1 n the diarv of “KanenlI-kyou". the wo1'd "Ano円 C九nbe seen in late 
16th century. 1'hey went to 111any placcs. Also records of carpentel's 01' 
Kawaramono cou1d be seen in the diary. 
4・4 The deve10pmen t of “Ano" peop1e. 
To notice the deve10pment of Ano peop1e， it could be noticed that“Ano" 
cou1d get the individua1 name f1'om Hideyioshi. At the same time it cou1d be 
said that there were many groups of stone fense constructing groups in 
Japan he1'e and there and they were bui1ding fense by themse1ves developing 
thei1' own thechnology. 
4・5 Conclusions 
1n constructing stone fence of cast1es and temples in the end of 
medieva1 era to Nobunaga and Hideyoshi's period， the high 1eve1 technique of 
construction is suggested. 1nvestigating the diaries and documents of those 
periods， by the method of ana1ysis of the people in 8an -jyo w ho were working 
as a 1abor for civi1 engineering， and a1so from the field work， itis examined 
that the deve10pment of the stone wall making ability as profession has been 
obvious among many places in Oumi . Also ana1yzing the fie1d survey of stone 
fence， the deve10pment of the stone fence constructing technique has been 
clear. 1n this era many peop1e who be10nged to the authority had deve10ped 
their ability of the stone fence constructing technique. As a result， ithad 
been clear that the professiona1 deve10pment of constructing stone wall were 
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slow developing than carpenters or gardeners. With the building of castles 
()f Rokkaku and Azai family preceding the Aduchi castle， the outcasted 
S8n-jyo peop]e had developed their technique and profession. Becoming 
m 九 ~ter huilde1's and making groups， they had established their abihty of 
technique and there position in Hideyoshi's pe1'iod as Ano. That lneans the 
profession was cstab1ished in the certain area in Sakamoto. 
Chapter 5 Total conclusion 
5-1 conclusion 
Finally it can be said that those outcasted people had developed their 
~klll elnd position step by step making n1any kinds of groups. 
Bein日 outcasted，they had struggled so lnuch to be professional. Sanjyo 
peoplc had hclonged more steadily to the shrine than Kawaramono， so that 
thcy cClulc1 not be 1110re independent and could not get as much money as 
Kaw川・ηmono. It is a topic that Kawaramono“Aka" had insisted that 
Kitano Shrine should hire his group fo1' the cleaning of the dead peop1e after 
the fire， but at the same tinle he was an excellent gardener to was ab1e to 
choose trees as a present for the enlperor's pa1ace. 
Zen-ami had served Shogun Yoshinori when he was young. 
After YoshinorIs death， Zenalni had served to YoshIlnasa. It is clear that 
Zen九mihad m日nycolleagues 1ike Hikoroku， Hikosabu1'o， Sakonsiro. They 
workcd hard even without Zen-ami when he had illness or he was absent. 1t 
can bc concl uded tha t Zen -ami had come ou t not on1y with his excellen t 
abilitv but also with his groups and with the cultura1 background of the 
medieval era. 
1n the 3rd chapte1'， it was clear that in Kyoto there were many 
Iくawaramonobelonged to seve1'al autho1'itises. The peop1e of that age we1'e 
intc1'ested 1101'e and 1101'e in the garden or in the flowers. Matashiro， the 
grand 80n of Zen-ami had discussed with the priest about the method to 
nlake the gardens， he had high-1eve1 know1edge and phi1osophy. 
Kawa1'amono had stepped up thei1' profession and got 1110re fee even they 
were being outcast.ed. It seems the way of thinking of being outcasted 
means not the sall1e lneaning of no¥-". They had been looked special because 
they cou1d deal with the di1'ty lnatters like dead being which ordinary peop1e 
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could never touch. After the Hideyoshi's period especially in Edo period， it
seems that outcasted people had fixecl not to be free like those people in the 
medieval e1'a. 1n the medieval era to prey mCelnt a lot of meaning to deal 
with the construction to the earth. 
1n the 4th chapter， the stone wall lnaking people hecame mo1'e popular 
especially in Ano Sakan10to in Shiga. 1n former research that it was 
thought only Ano people were the craftsmen to build the special stone fence. 
1n this thesis it becOlnes clear that many groups that belonged to seve1'al big 
houses had developed their own ability fo1' stone fence making， and thus 
those people formed the gardener's ability to have to deal with the stone 
1t had been clea1'ed that in late lnedieval era， high-level skill had 
been formed and with the level up of their position in the society as a 
professional gardener， many groups and organizabon had formed and 
developed their professional car1'ier. 
Fina1 message 
1 first became interested in Japanese o1'igina1 1andscape and people 
concerned to those 1andscape is frOln my schoo1 life in Kyoto University. We 
had the semina1 and the thelne was about the town houses in Kyoto bui1d in 
the past days more than severa1 decades or even some centu1'ies. 
1n Kyoto at the period of medieval e1'a， there was the birth of town 
citizens named Machi-Shyu. Main1y those people COlne frOln merchants or 
the manufacturing peop1e who had been outcasted. Also in this period there 
came out the origina1 culture of Japanese style including not only gardens 
but a1so pe1'forming arts and tea ceremony 01' o1'nalnental display in the 
houses.. 1n the period of early ages of medieval era， most of culture and 
skill are from China. This is a1so one of the big reasons w hy 1 though t this 
period is important to examine. The medieva1 period especially at the last 
part of this era was the turning point of J apanese culture a1so for the 
religious point of view. -
This thesis examines those w ho are concerned in 1andscape 
architecture， and a1so their main activity. Those peop1e were 100ked as 
outcasted peop1e， so it is important to know how those peop1e existed， and 
how they strugg1ed to make careers. 
At the beginning it should be clear what “Landscape Architecture or 
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禄 2年 (1529) --3年ころの作
v 
旧秀隣寺庭園(滋賀県)
Vl 
朝倉氏庭園(福井県)
一条谷朝倉館跡庭園群 足羽川沿いの中世都市
足利敏景作 湯殿跡の庭園といわれている。
Vll 
朝倉氏庭園(福井県)
Vlll 
上右
大仙院庭園(京都府)
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